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ず
れ
も
６
学
級
）
近
永
小
21
〜
30
人
の

９
学
級
と
40
人
の
１
学
級
、
日
吉
中
は

12
〜
14
人
の
３
学
級
、
広
見
中
は
38
〜

39
人
の
７
学
級
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
公
民
館
の
蔵
書
数
と
利
用
貸
出
件
数
は
。

教
育
長　

中
央
公
民
館
は
１
万
１
，

２
０
８
冊
で
８
１
５
件
、
近
永
公
民
館

２
７
６
冊
で
９
件
、
好
藤
公
民
館
は
１
，

０
８
７
冊
で
１
６
８
件
、
愛
治
公
民
館

は
１
，
０
７
２
冊
で
98
件
、
三
島
公
民

館
は
１
，
４
２
２
冊
で
17
件
、
泉
公
民

館
１
，
０
８
５
冊
で
１
０
３
件
、
日
吉

公
民
館
は
６
，４
１
９
冊
で
69
件
と
な
っ

て
い
る

　

総
合
文
化
図
書
館
等
の
整
備
計
画
は
。

教
育
長　

建
設
計
画
の
中
で
、
平
成
22

年
度
か
ら
森
林
文
化
交
流
館
と
あ
わ
せ

て
整
備
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
促
進
法
に
基
づ

く
学
校
図
書
の
整
備
状
況
は
。

教
育
長　

小
学
校
６
校
が
平
成
14
〜
17

年
度
ま
で
に
措
置
さ
れ
た
交
付
税
額
は

４
２
０
万
４
千
円
で
、
図
書
購
入
費
は

４
６
３
万
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
校
で

は
交
付
税
２
３
４
万
２
千
円
に
対
し
図

書
購
入
費
は
２
４
４
万
８
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
普
及
に
よ
る
言
語
、
読
解

力
等
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
指

導
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

情
報
化
、
国
際
化
、
科
学
技

術
等
の
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
社
会
、

理
科
、
総
合
学
習
の
教
材
と
し
て
活
用

し
て
い
る
が
、
指
摘
の
よ
う
な
読
解
力

の
低
下
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
ほ
ど
活
用

し
て
い
な
い
。

催
す
る
研
修
に
５
人
、
新
採
用
職
員
２

人
に
対
し
新
採
用
職
員
研
修
も
実
施
し

て
い
る
。こ
の
他
、市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
、

各
職
員
が
担
当
し
て
い
る
業
務
研
修
な

ど
に
も
参
加
さ
せ
て
い
る
。
専
門
業
務

に
つ
い
て
も
、
各
種
協
議
会
等
が
行
っ

て
い
る
実
務
研
修
に
、
予
算
の
範
囲
内

で
参
加
さ
せ
て
い
る
。
17
年
度
も
引
き

続
き
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

〈
保
育
、
教
育
行
政
推
進
に
つ
い
て
〉

　　

今
後
５
年
間
程
度
の
入
所
対
象
者
数

の
見
通
し
に
つ
い
て
。

町
長　

入
所
者
数
は
、
ほ
ぼ
現
状
で
推

移
す
る
も
の
と
考
え
、
保
育
所
ご
と
に

は
平
成
17
年
度
当
初
程
度
、
全
体
で
は

３
５
０
人
程
度
の
入
所
を
想
定
し
て
い

る
。

　

保
育
所
と
幼
稚
園
と
の
一
元
化
に
つ
い
て
。

町
長　

国
は
将
来
的
に
は
一
元
化
す
る

方
向
で
、
制
度
の
枠
組
み
を
変
え
て
き

て
い
る
が
、
両
制
度
と
も
長
い
歴
史
と

様
々
な
経
緯
が
あ
り
、
短
期
間
で
両
者

の
壁
を
取
り
除
く
こ
と
は
困
難
な
の
が

実
情
。
本
町
は
、
合
併
前
の
旧
町
村
時

代
か
ら
保
育
所
行
政
の
歴
史
は
古
く
、

重
点
を
置
い
て
き
た
分
野
で
あ
り
、
幼

稚
園
の
果
た
し
て
い
る
教
育
的
機
能
を

含
め
相
当
高
度
な
保
育
を
行
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
方
針

を
踏
ま
え
一
層
充
実
し
た
保
育
を
進
め

る
考
え
で
あ
る
。

　

町
内
学
校
の
学
級
編
成
の
基
準
と
実
情
は
。

教
育
長　

現
在
の
学
級
編
成
基
準
は
、

小
中
学
校
と
も
に
40
人
学
級
で
あ
る
が
、

小
学
校
１
年
生
の
み
35
人
学
級
と
な
っ

て
い
る
。
好
藤
小
、
11
〜
18
人
、
愛
治

小
５
〜
14
人
、
三
島
小
５
〜
15
人
、
泉

小
９
〜
15
人
、
日
吉
小
11
〜
17
人
（
い

山　

崎　
　
　

保　

議
員

〈
非
常
時
体
制
と
危
機
管
理
の

充
実
に
つ
い
て
〉

　

移
動
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
。

町
長　

こ
れ
ま
で
町
村
ご
と
に
異
な
っ

た
周
波
数
で
運
用
し
て
い
た
の
で
、
今

回
、
旧
広
見
町
の
周
波
数
に
合
わ
せ
、

町
内
統
一
し
た
「
移
動
系
防
災
行
政
無

線
施
設
」
を
構
築
す
る
計
画
で
あ
る
。

先
日
の
台
風
14
号
で
は
、
日
吉
地
区
の

災
害
情
報
は
、
人
的
伝
達
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
災
害

対
策
本
部
に
対
し
迅
速
か
つ
的
確
な
情

報
が
発
信
で
き
ず
、
支
所
か
ら
の
電
話

に
よ
る
情
報
入
手
に
限
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
移
動
系
防
災
行

政
無
線
シ
ス
テ
ム
」
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
町
内
全
域
の
災
害
現
場
と
本
庁
基

地
局
と
が
通
信
可
能
と
な
り
、
災
害
へ

の
迅
速
な
対
応
が
図
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、
行
政
と

し
て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

町
長　

組
織
づ
く
り
に
向
け
た
対
策
と

し
て
、
防
災
組
織
に
よ
る
共
助
の
重
要

性
を
各
種
会
議
等
で
説
明
し
、
早
期
の

立
ち
上
げ
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

今
年
６
月
と
８
月
に
開
催
し
た
「
区
長
・

組
長
会
」お
よ
び「
各
地
区
町
政
座
談
会
」

に
お
い
て
、「
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
」

や
「
自
主
防
災
組
織
を
発
足
す
る
手
順
」

等
に
つ
い
て
説
明
し
、
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
鬼
北
町
の
自
主
防

災
組
織
は
２
地
区
で
２
・
１
％
と
低
い
状

況
で
あ
る
が
、
９
月
以
降
、
区
・
組
で

そ
れ
ぞ
れ
発
足
に
向
け
て
の
取
組
み
が

な
さ
れ
、
１
地
区
で
結
成
を
見
た
ほ
か
、

複
数
の
地
区
か
ら
結
成
に
向
け
た
協
議

要
請
を
受
け
、
現
在
、
担
当
課
に
お
い

て
具
体
的
な
説
明
に
出
向
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

松　

田　

八
重
子　

議
員

〈
住
民
参
加
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
〉

　

地
域
住
民
の
自
治
意
識
高
揚
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

町
長　

区
・
組
な
ど
の
自
治
組
織
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
が
、
９
月
１
日
現

在
全
町
で
19
・
２
％
、
９
４
７
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
「
地
域
課

題
の
解
決
」
や
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
確
立
」
を
目
的
と
す
る
自
治
組
織
へ

の
加
入
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

に
対
し
、
入
居
申
請
時
に
該
当
地
区
の

自
治
組
織
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
未

加
入
世
帯
へ
は
文
書
を
送
付
し
加
入
を

促
進
し
て
い
る
。
未
加
入
者
の
問
題
が

表
面
化
す
る
中
、
今
年
４
月
に
は
、
１

つ
の
自
治
組
織
が
誕
生
し
た
。
今
後
、

自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
広
報

等
を
活
用
し
て
地
域
住
民
の
連
帯
感
と

協
調
性
を
喚
起
し
、
自
治
組
織
の
重
要

性
や
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
行
政
と
自
治
組
織
と
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
課

題
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

審
議
会
、
運
営
委
員
等
を
公
募
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

委
員
等
の
公
募
制
の
導
入
に
は
、

先
進
事
例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
導

入
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

町
職
員
と
町
民
と
の
信
頼
関
係
を
深


